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NO.

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

■
市町村名 地区名

本山町 汗見川

土佐町 石原

仁淀川町 長者

梼原町 松原

梼原町 初瀬

黒潮町 北郷

安田町 中山

香南市 西川

四万十市 大宮

佐川町 尾川

安芸市 東川

集落活動
構成集落
（集落数）

立野、坂本、屋所、沢ケ
生野、七戸（6）

有間、峯石原、西石原、
原（4）

木半夏、宮首、中ノ瀬上
瀬下、古田、石井野、打
古城山、東古城山、寺野
谷、宮ケ坪、日鉄宮ケ坪
谷(14）

大向、中平、上久保谷、
保谷、松原、島中（6）

上折渡、下折渡、影野地
野地、佐渡、初瀬本村、
保（7）

大屋敷、本谷、大井川（

間下、内京坊、正弘、別
ノ川、西ノ川、与床、小川
里、船倉、瀬切、日々入

口西川、中西川（2）

大宮上、大宮中、大宮下

高平、下郷、西山耕、中
田、堂野々、松ノ木、古
（9）

入河内、黒瀬、大井、古
役（5)

動センタ

-

人口 世帯数

ケ内、瓜
206 10

、東石
391 19

上、中ノ
打置、西
野、竹
坪、五味

698 29

、下久
302 15

地、大
、仲久 145 6

（3） 142 6

別所、中
川、中

入（12）
594 28

418 17

下（3） 294 13

中村、山
古畑、峰 910 41

古井、別
174 10

ター ⼀覧
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数 高齢化率 開所時期

00 57.8 H24.6.1

0 46.5 H24.7.1

7 35.0 H24.12.

3 61.9 H25.1.1

9 49.7 H25.1.1

6 49.3 H25.3.5

5 46.0 H25.4.1

8 47.5 H25.4.1

6 47.6 H25.5.2

9 42.9 H25.9.1

07 76.4 H25.9.2

覧表

7 - 

期
名称

（拠点施設

7
集落活動センター「汗
（汗見川ふれあいの

1
集落活動センターい
（石原コミュニティー

.1
集落活動センターだ
（だんだんの里）

2
集落活動センター「ま
（松原ふれあいセン

2
集落活動センター「
（鷹取の家他）

5
集落活動センター北
（旧北郷小学校）

1
集落活動センターな
（旧中山小学校他）

2
西川地区集落活動セ
（西川公民館）

26
大宮集落活動センタ
（㈱大宮産業）

9
集落活動センターた
（ふれあいの里尾川

29
東川集落活動センタ
川
（東川公民館）

設）

汗見川」
の郷 清流館）

汗見川活性
（高知ふる

いしはらの里
センター他）

いしはらの
（高知ふる

だんだんの里
だんだんく

まつばら」
ンター他）

集落活動セ
（高知ふる
*「はつせ」

はつせ」
集落活動セ
（高知ふる
*「まつばら

北郷 北郷地区協
（高知ふる

なかやま 中山を元気
（高知ふる

センター 西川地区集
（高知ふる

ターみやの里大宮地域振
（高知ふる

たいこ岩
川）

尾川地区活
（高知ふる

（H26.5月

ターかまん東
東川地域お
（高知ふる

実施主体
（事務局スタッフ）

性化推進委員会
さと応援隊１名）

の里協議会
さと応援隊２名）

くらぶ

センター「まつばら」推進
さと応援隊２名

」との兼務を含む）

センター「はつせ」推進委
さと応援隊２名

ら」との兼務を含む）

協議会
さと応援隊１名）

気にする会
さと応援隊１名）

集落活動センター推進協
さと応援隊１名）

振興協議会
さと応援隊３名）

活性化協議会
さと応援隊1名予定

月～））

おこし協議会
さと応援隊1名）

 

 

進委員会

委員会

協議会
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【
【補
【補

●

●

●

■集

●集

補助内容】

①集落活動セン
②センターの設
補助事業者】
事業実施主体】
補助上限額】
補助期間】

予定地区の住民
（25年度はブロック

集落活動センタ
(集落活動センター

集落活動センタ
・センター実施地

構成メンバー ：中

集落活動

集落活動センタ
→「集落活動セ
【内容】 集落活動

ンターの取組み
設置や運営に係る

市町村
①市町村及び
① ３０,０００千
①最長３年間

民や市町村職員
ク別の研修会も開催

ターの立ち上げや
ー推進アドバイザー

ター支援チームに
地区の活動の充
中山間地域対策課

動センター

ターの普及、拡大
センター支援ハン
動センターの概要、

-

（25年度予算

に必要な経費（ハ
る活動従事者（高

【補助率】
び集落組織、地
千円/１箇所（３年
間

員、高知ふるさと
催）

や運営等につい
ー：中山間対策にか

による支援 【市
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課、活動に関連する

ーの取組

大に向けた総合的
ンドブック」の作成

取組みに対する支
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算額 １５５,０００千

ハード・ソフトとも
高知ふるさと応援

市町村事業
域団体、ＮＰＯ等

年間）

と応援隊等を対象

いて、総合的に助
かかる専門家等６

町村ごとの支援
準備地区の円滑な
る課室、地域支援企

組の支援策

的な情報の提供
成
支援策、自立に向け

8 - 

円（対前年度比 ５５

も）への支援
援隊）の人件費
業費の１／２以内
等 ②市町村

② １,０００千
②最長４年間

象にした研修会や

助言を行う県のア
名を委嘱）

援チームを編成し
な立ち上げに向

企画員（総括）・地域

策

供

けた成功イメージ、

５,０００千円増））

を含む活動経費
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千円/１人
間（準備期間1年

や交流会等の開

アドバイザー等を

し、全庁を挙げた
向けた支援
域支援企画員、関係

センターの取り組

費への支援

年＋活動期間３年

開催

を導入

た支援を展開】

係出先機関等

組み事例
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（２）基調講演  農山村地域の再生に向けて ～「小さな拠点」づくりへの期待～ 

小田切 徳美（明治大学 農学部 教授） 
 

 

 

 

「小さな拠点」フォーラム in 高知

農山村地域の再生に向けて
－「小さな拠点」への期待－

小田切 徳美（明治大学）
※国土交通省「集落地域における「小さな拠点」

形成推進に関する検討会・座長

1

目 次

Ⅰ．農山村の実態
Ⅱ．農山村再生に向けての地域戦略
Ⅲ．新たな戦略としての「小さな拠点」
Ⅳ．おわりに

2

Ⅰ．農山村の実態

3 4

Ⅰ．農山村の実態

１．「３つの空洞化」の段階的進行
 

人
　　　　　　　社　　　会　　　減　　　少→→→→→自　　　然　　　減　　　少
土地

ムラ

図　中山間地域における空洞化の進展（模式図）

誇りの空洞化
３つの空洞化

空洞化の
　領域

2000年

高度経済成長期 低成長期 経済構造調整期

1960年 1970年 1980年 1990年

■各キーのキーワード＝造語 ←強いインパクト
○人の空洞化 →「過疎」
○土地（利用）の空洞化 →「中山間地域」
○ムラの空洞化 →「限界集落」
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注：資料は農業粗生産額は農林水産省「生産所得統計」、政府建設投資額は国土交通省「建設投資

見通し」。尚、建設投資額の2010～2011年度は「見通し」。

（億円）

図１ 農業粗生産額と政府建設業投資額（土木事業）の推移（全国、1960年～2011年）

政府建設投資額（土木）

農業粗生産額

２．地域経済の後退
■農業と公共事業
・農業粗生産額
＝1984年がピーク

・公共事業
＝1990年代急増
→1990年代末急減

※90年代末からは
両者がともに減少

Ⅰ．農山村の実態

5

■農家単位での所得動向
・副業的農家の所得減少

←農外所得の減少がリード

農業所得 1,103 14.3 4,744 62.6 852 21.9 332 4.40
農外所得 4,323 56.1 851 11.2 5,568 65.8 4,773 63.50
年金等 2,286 29.6 2,061 27.2 2,042 24.1 2,408 32.10
農家総所得 7,712 100.0 7,576 100.0 8,462 100.0 7,513 100.0
農業所得
農外所得
年金等
農家総所得

-10.5 -21.1
7.7

表１　農家の形態別に見た所得構成およびその変化（全国、1998～2003年）

農家計 主業農家 準主業農家 副業的農家

2003年

資料：農林水産省「農業経営動向調査」（各年版）より作成。

（単位：千円、％）

16.9 2.0 6.7
-12.1 -6.3 -9.7 -12.2

1998年～
2003年の
増減率

-11.5 -12.1 -25.9 32.0
-18.6 -16.2

6

Ⅰ．農山村の実態

※コミュニティ再生と同時に経済再生が要請
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Ⅱ．農山村再生に向けての
地域戦略

7

0

10

20

30

1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

注： １） 資料＝国立国会図書館蔵書検索・ 申込システムによる 検索結果（ 東京本館の

日本語図書が対象） 。

２ ） 「 出版者」 が中央省庁や地方自治体であるものは除外した。

図 タイトル別地域関係図書の出版件数の推移（ 1970～2012年）

「地域づくり」

「地域活性化」

「地域再生」

（件/年）

■バブル経済の崩壊（1990年代初頭）
・バブル崩壊によるリゾート開発の撤退
※「地域活性化」から「地域づくり」へ

8

Ⅱ．農山村再生に向けての地域戦略

■地域づくり

・地域づくり＝「時代にふさわしい新しい価値
を、地域それぞれの特性のなかで見出し、地
域に上乗せする」(宮口侗廸氏・地理学)

・その意味

①内発性

②総合性・多様性

③革新性

⇒各地の実践の積み重ねが始まる

9

Ⅱ．農山村再生に向けての地域戦略

■地域づくりのフレームワーク
※｢主体｣「場」｢持続条件｣の３要素の組み立て

場づくり

　

　

　農村地域における「地域づくり」のフレームワーク

交
流
循
環

（
ル
ー

プ

）

主体づくり

　

持続条件づくり

Ⅰ 暮らしのものさしづくり

Ⅲ

カ
ネ
と

そ
の
循
環
づ
く
り

新しい価値の上乗せ
（貨幣的価値、文化的価値、環境的価値、人間関係的価値等）

交流

地 域 づ く り(内発性、総合性・多様性、革新性）

政策的支援

条
件
不
利
性
に
対
し
て

政策的支援

条
件
不
利
性
に
対
し
て

Ⅱ

暮
ら
し
の
仕
組
み
づ
く
り

生
活
イ
ン
フ
ラ

交流の魅力付加

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ

10

Ⅱ．農山村再生に向けての地域戦略

①主体形成（「暮らしのものさしづくり」）
・地域づくりの最重要要素

＝地域の課題解決に対する当事者意識
→自らの暮らしをめぐる独自の価値観の再構築
＝「暮らしのものさしづくり」

ex.地域の歴史・文化・自然
（郷土料理、景観、住民の人情）

・その契機
１）公民館運動
２）地域づくりワークショップ（地元学）

11

Ⅱ．農山村再生に向けての地域戦略

②場の形成（「暮らしの仕組みづくり」）
１）ソフト＝コミュニティの再生

集落の位置づけが重要
２）ハード＝生活インフラの整備

医療、教育、生活交通等

③持続条件の形成（「カネとその循環づくり」）
１）公共事業に依存しない地域産業の育成
２）地域内再投資（岡田知弘氏）

12

Ⅱ．農山村再生に向けての地域戦略



 

 

■都市農村
１）交流
・都市住

→農
２）交流
・ホス

→高
⇒地域づ
・上記を
※都市農

Ⅱ．農山

■なぜ、今
①「2015

・昭和ヒ
→加速

②若者を
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・地域お

→「上
⇒※新た
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Ⅲ．新た

村交流と地域
流の鏡効果→
住民が「鏡」
農村サイド
流産業→「カ
トとゲストの
高いリピータ
づくりの「交
を通じて、｢新
農村交流は地

山村再生に

今「新たな戦略
年問題」（藤山

ヒトケタ世代の
速化する「下り

を中心として「
定住の動き

おこし協力隊の
上りのエスカレ
たな段階の地域
カレータの乗り

たな戦略と

 

域づくり－二
→「暮らしの
＝農村の「

（ホスト）の
カネとその循
の「学び合い
ター率＝成長
交流循環」
新しい価値｣
地域再生のた

に向けての地

略」か？－相反
山浩氏）
の完全リタイア
りのエスカレー
田園回帰」の

の現員＝976
レーター」への

域戦略として
換えのための

としての「小

-

二つのルート－
のものさしづ
「宝」を写し出
の再評価
循環づくり」
い」が付加価値
長産業の可能性

の更なる上乗
ための戦略的活

地域戦略

反するベクトル

ア
ーター」

の流れ

名
乗り換えの好

ての「小さな拠
の「踊り場」づくり

小さな拠点
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・「小さい
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「小さく

（過去

Ⅲ．新た

④革新性
・集落の

組み」

※新しい
・住民

に手
な取

Ⅲ．新た

な」とは？
いからこそ」哲

モール・イズ・ビ
山資本主義（藻
いからこそ」メ

パネルディスカ
さい』の三段活
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（３）事例報告  ③川西郷の駅づくり推進委員会（広島県三次市） 

平田 克明（川西郷の駅づくり推進委員会 委員長） 

１．川西地区の現況（2014 年 1 月 1 日現在） 
●人口 1,204 人（昭和 35 年 3,500 人） ●高齢化率 43.9％  

●世帯数 484 戸   ●集落数 ５  ●面積 38.8 ㎢  ●人口密度 31.0 人/㎢  

●川西小学校の児童数 37 名 

 

２．継続的な自治組織での取り組み（組織、計画づくり） 
2004（平成 16）年 川西自治連合会発足 

2006（平成 18）年『「まめな川西いつわの里」づくりビジョン』策定 

2009（平成 21）年「（仮称）農村まるごとミュージアムいつわの里広場」基本構想作成 

2010（平成 22）年 軽トラ朝市開始 

2011（平成 23）年  川西地区拠点整備検討資料作成（専門コンサルタントとの共同研究） 

 

３．「郷の駅」構想との出会い、「小さな拠点」参画 
2012（平成 24）年 ６月 川西郷の駅推進委員会発足 

2012（平成 24）年 ９月 「郷の駅」提唱者を囲む研究会 

2013（平成 25）年 １月 三部会発足(組織運営・サービス・物販) 

            ふるさと新春里づくり講演会「故郷の未来と『郷の駅』〜中国山地の 

            現状から〜」 

2013（平成 25）年 ３月 京都府南丹市道の駅「美山ふれあい広場」および岡山県哲西町道の駅 

            「鯉ヶ窪」への先進地現地調査を実施 

2013（平成 25）年 ９月 国土交通省 集落地域における「小さな拠点」づくりモニター調査 

            地域に選定される  

  

４．地域ぐるみの検討体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

川西自治連合会 

「川西郷の駅づくり推進委員会」 
担当職員 

が参加 
川西自治連合会 9 名 

（会長、副会長 2名、事務局長、5町内会長）

一般公募委員 8 名（地域住民） 

顧問：地域出身市議会議員 2 名 

三次市地域振興部

地域振興課 

拠点づくり 

専任組織を 

設置 

まめな川西いつわの里づくり委員会 

川西里づくりビジョンの推進を図るために設置された組織 

協働
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■３つの専門部会の内容  

１）組織・運営部会 人をつなぐ〜地域密着住民参加〜 
郷の駅全体の運営・調整・組織機能づくりを担当 

２）サービス部会 暮らし・命をつなぐ 
金融、診療所、児童クラブ、市役所・農協出張所、輸送など地域サポート、小さな公共サービス、

地域防災拠点機能づくりを担当 

３）物販部会 道をつなぐ 
農村コンビニ、農産物直売所、石油・ＥＶ・薪ステーション、加工販売など、道路サービス・地

域関連産業機能づくりを担当 

 

５．モニター調査事業における取り組み 

１）組織運営部会担当 
 ・地域住民ヒアリング…５町で実施 
 ・建設予定地地権者、関係者、周辺住民ヒアリング 
 ・住民アンケート…960 部配布 有効回答数 706 部 回収率 73.5% 
 ・郷の駅研修会 
   講師：藤山浩氏  研修タイトル：『「小さな拠点」忘れてはいけない勘所』 
 ・郷の駅運営に関するワークショップ  
   アドバイザー：道の駅鯉ヶ窪アクティブ哲西 代表取締役社長 水上真一氏 
 ・先進地現地調査…11 月と 12 月に実施 
   ①ＮＰＯ法人ノーソンくらぶ（大分県中津市邪馬渓町） 
   ②槻木交流センター（大分県中津市山国町） 
   ③㈱大宮産業（高知県四万十市） 
   ④集落活動センター北郷（高知県四万十市） 
 ・女性ワーキンググループによるワークショップ 
 ・情報発信ワークショップ（若者を中心に） 

２）サービス部会担当 
住民アンケートの結果、ニーズが高かった配送・送迎・集荷及び見守りを組み合わせたサービス

の構築を検討中。 

３）物販部会担当 
 ・ワークショップ（３回実施） 
 ・現地調査  
   ①庄原市神石高原町 道の駅さんわ 182 ステーション 
   ②島根県雲南市加茂町 加茂遊学ファーム 

４）里づくり委員会担当事業 試行的取り組み 
 ・軽トラ晩方市…平日と日曜の２回開催 消費者ニーズの把握 
 ・伝統的地域の食材を使った郷土食開発と試作品販売 
 

６．「小さな拠点」に込めたいもの・今後の展望 
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（４）パネルディスカッション  「小さな拠点」がつなぐ手作りの地域運営 

コーディネーター：藤山 浩（島根県中山間地域研究センター研究統括監） 
 
 
パネルディスカッションの流れ 
 
テーマ 「小さな拠点」がつなぐ手づくりの地域運営                 
 

○導入（論点整理） 
 
 

○論議の柱１：なぜ「小さな拠点」か？ 

 ～「小さい」ことの可能性、今までの「大規模システム」の限界と補完 
 
 

○論議の柱２：「小さな拠点」を具体的にどう作る、運営？ 

 ～そして「次世代の定住」につなげるか？ 

＜論点１＞：小さな拠点の作り方、運営手法の具体論～「合わせ技」など 

＜論点２＞：次世代の定住を支える拠点としての取り組み、可能性 

 
 

○論議の柱３：「小さな拠点」を支える制度、行政のあり方と今後の展望 

＜論点１＞：従来の「規模の経済」＆「縦割り」の弊害、今後の進化方向 

＜論点２＞：今後の抱負、展望 ～今から、それぞれの地域で踏み出す一歩とは？  

 
 

○まとめ ～今後の全国展開へ 


